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新
婚
世
帯
家
賃
助
成
金
を

支
給
し
ま
す

定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た
め
、

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す

る
新
婚
世
帯
に
対
し
て
、
家
賃
助

成
金
を
支
給
す
る
制
度
を
設
け
ま

し
た
。

支
給
対
象
者

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
と
賃
貸

借
契
約（
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

平
成
28
年
３
月
31
日
の
間
に
新
た

に
契
約
を
し
た
も
の
に
限
る
）を

締
結
し
、
居
住
し
て
い
る
新
婚
夫

婦（
助
成
金
の
申
請
日
に
お
い
て
、

婚
姻
の
届
け
出
を
し
て
か
ら
３
年

以
内
の
夫
婦
）の
世
帯
で
、
次
の

全
て
に
該
当
す
る
世
帯

・
新
婚
夫
婦
の
一
方
の
年
齢
が
40

歳
未
満

・
世
帯
員
の
全
て
が
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
、

生
活
の
本
拠
が
本
市
に
あ
る

・
世
帯
員
が
生
活
保
護
ま
た
は
入

居
に
関
わ
る
公
的
給
付
を
受
け

て
い
な
い

・
世
帯
員
が
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い

助
成
金
の
額

月
額
１
万
円
を
最
長
で
36
月
支

給
し
ま
す
。（
実
際
に
支
払
っ
て
い

る
家
賃
の
額
が
１
万
円
に
満
た
な

い
場
合
の
助
成
金
額
は
、
家
賃
の

額
を
上
限
と
す
る
。）

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

助
成
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
給
申
請
書

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
戸
籍
謄
本

・
納
税
証
明
書（
同
居
世
帯
の
う

ち
納
税
義
務
の
あ
る
方
全
員
）

・
住
宅
賃
貸
借
契
約
書
の
写
し

・
家
賃
内
訳
証
明
書（
契
約
書
で

家
賃
の
内
訳
が
不
明
確
な
場
合
）

※
対
象
と
な
る
賃
貸
住
宅
の
条
件

な
ど
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
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若
者
の
住
宅
取
得
を
奨
励
し
、

定
住
の
促
進
お
よ
び
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
、
市
内
に
新
築
住
宅

を
取
得
し
た
方
に
定
住
促
進
奨
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

市
内
に
定
住
す
る
意
思
を
も
ち
、

新
築
住
宅（
平
成
25
年
４
月
１
日

以
後
に
請
負（
売
買
）契
約
を
締
結

し
、
平
成
25
年
４
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
新
築

し
た
も
の
に
限
る
）を
取
得
し
た

方
で
、
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
年
齢
が
40
歳
未
満

・
配
偶
者
ま
た
は
年
齢
が
18
歳
未

満
の
子
を
有
し
て
い
る

・
同
一
世
帯
に
市
税
を
滞
納
し
て

い
る
者
が
い
な
い

・
同
一
世
帯
に
こ
の
事
業
に
よ
る

奨
励
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が

い
な
い

奨
励
金
の
額

月
額
１
万
円
を
最
長
で
36
月
支

給
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

奨
励
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
添
え
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
支
給
申
請
書

・
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

・
納
税
証
明
書（
同
居
世
帯
の
う

ち
納
税
義
務
の
あ
る
方
全
員
）

・
建
物（
取
得
住
宅
）の
登
記
事
項

証
明
書

・
請
負（
売
買
）契
約
書
の
写
し

申
請
受
付
期
間

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
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地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
と
の
共
生
を
推
進
し
て
い
ま

す
。家

庭
に
お
け
る
身
近
な
取
り
組

み
を
支
援
す
る
た
め
、
家
庭
用
高

効
率
給
湯
器
等
設
置
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に

補
助
対
象
給
湯
器
等
を
設
置
す
る

方
で
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

・
申
請
者
が
、
設
置
す
る
住
宅
の

所
在
地
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
・
設
置
す
る
給
湯
器
等
の
購
入
費

用
が
10
万
円
以
上（
設
置
に
要

す
る
工
事
費
等
は
除
く
）

・
同
一
世
帯
に
市
税
を
滞
納
し
て

い
る
者
が
い
な
い

・
同
一
世
帯
に
こ
の
事
業
に
よ
る

補
助
金
の
支
給
を
受
け
た
者
が

い
な
い

補
助
対
象
給
湯
器
等

・
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器

・
潜
熱
回
収
型
ガ
ス
ま
た
は
石
油

給
湯
器

・
家
庭
用
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯
器

・
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
複
合
型
）給
湯
器

・
空
気
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
温
水
暖

房
シ
ス
テ
ム

・
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
温
水
暖

房
シ
ス
テ
ム

・
太
陽
熱
温
水
器

※
平
成
25
年
４
月
１
日
以
降
に
設

置
工
事
請
負
契
約
ま
た
は
補
助

対
象
給
湯
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
住
宅
購
入
契
約
を
締
結
し
た

も
の
に
限
る
。

補
助
金
の
額

給
湯
器
等
の
種
類
に
か
か
わ
ら

ず
、
１
世
帯
に
つ
き
２
万
円（
１

回
限
り
）

※
受
け
付
け
は
先
着
順

募
集
枠　

50
件

※
申
請
件
数
が
予
定
を
超
え
た
場

合
は
補
助
を
打
ち
切
り
ま
す
。

申
請
方
法

　

補
助
金
交
付
申
請
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
左
記
ま
で
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　

☎（
55
）５
０
９
０　

定
住
促
進
奨
励
金
を
支
給

し
ま
す

高
効
率
給
湯
器
等
設
置
費
補

助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
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各
種
検
診
世
帯
調
査

調
査
項
目

・
検
診
等
世
帯
調
査

・
人
間
ド
ッ
ク
申
請

・
生
活
機
能
ア
ン
ケ
ー
ト（
65
歳

以
上
の
該
当
者
）

調
査
対
象
者　

平
成
26
年
３
月
31

日
現
在
で
19
歳
以
上
の
方

※
詳
し
く
は
配
付
さ
れ
た
資
料
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

調
査
方
法
等　

配
付
さ
れ
た
調
査

票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
５

月
13
日（
月
）ま
で
に
各
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
持
参
い
た
だ
く

か
、
郵
送
く
だ
さ
い
。

転
入
さ
れ
た
方
へ

　

３
月
28
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
で
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
健

康
増
進
課
へ
電
話
等
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

各
種
が
ん
検
診
は
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
の
種
類
に

関
わ
ら
ず
、
受
診
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

検
診
等
世
帯
調
査
・
人
間
ド
ッ

ク
申
請

健
康
増
進
課
予
防
係

　

☎（
55
）5
1
0
9

　

生
活
機
能
ア
ン
ケ
ー
ト

　

高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係

　

☎（
55
）5
1
1
5　

　
希
望
の
復
興

希
望
の
復
興

輝
く
未
来

輝
く
未
来

広報にほんまつ 2013. ５
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環　

境　

衛　

生　

の　

お　

知　

ら　

せ

水
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

　

市
で
は
、
市
内
の
21
河
川
34
カ

所
で
年
２
回
水
質
検
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

河
川
水
質
検
査
実
施
河
川

六
角
川
、
鯉
川
、
杉
田
川
、
羽

石
川
、
平
石
川
、
原
瀬
川
、
払
川
、

油
井
川
、
浅
川
、
阿
武
隈
川
、
箕

輪
用
水
、
水
原
川
、
轟
川
、
小
浜

川
、
移
川
、
口
太
川
、
針
道
川
、

木
幡
川
、
若
宮
川
、
安
達
太
田
川
、

立
石
川

平
成
24
年
度
河
川
水
質
検
査
結
果

の
概
要

Ｂ
О
Ｄ（
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
）

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
と
は
、
水
質
の
汚
れ
を

量
る
尺
度
で
す
。
水
中
の
有
機
物

等
が
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
分

解
さ
れ
る
の
に
要
し
た
酸
素
の
量

で
示
し
た
水
質
の
指
標
で
、
水
質

が
悪
い
ほ
ど
値
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

市
内
河
川
で
Ｂ
О
Ｄ
が
環
境
基

準
を
上
回
っ
て
い
る
河
川
は
六
角

川
、
鯉
川
と
轟
川
の
３
河
川
で
す
。

ま
た
、
環
境
基
準
は
下
回
っ
た
も

の
の
数
値
が
高
い
河
川
は
羽
石
川

と
小
浜
川
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
腸
菌
群
数

　

大
腸
菌
群
数
と
は
、
し
尿
汚
染

の
指
標
で
す
。
大
腸
菌
お
よ
び
大

腸
菌
と
性
質
が
似
て
い
る
細
菌
が
、

採
取
し
た
水
を
培
養
し
た
中
に
あ

る
集
ま
り
の
数
を
指
し
て
い
ま
す
。

大
腸
菌
群
数
は
、
箕
輪
用
水
を

除
い
た
20
河
川
全
て
で
、
国
で
定

め
る
生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る

環
境
基
準（
河
川
）を
上
回
っ
て
お

り
、
市
内
の
河
川
が
し
尿
で
汚
さ

れ
て
い
る
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

考
え
ら
れ
る
汚
れ
の
主
な
原
因

・
各
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水

・
野
積
み
さ
れ
た
堆
肥
か
ら
の
染

み
出
し

・
小
規
模
事
業
者
か
ら
排
出
さ
れ

る
事
業
に
伴
っ
て
生
じ
る
汚
水

解
決
策

・
下
水
道
区
域
で
の
下
水
道
へ
の

接
続

・
単
独
処
理
浄
化
槽
や
汲
み
取
り

便
所
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

の
切
り
替
え

・
水
を
汚
さ
な
い
生
活
の
工
夫

貴
重
な
水
を
大
切
に
使
用
し
、

自
然
に
戻
す
際
は
、
で
き
る
だ
け

き
れ
い
に
し
て
返
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

　

☎（
55
）５
１
０
３

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜

さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
表
彰

三
保
恵
一

「
日
本
一
の
桜
の
郷  

二
本
松
」

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
二
本
松
市

が
、
東
京
の
憲
政
記
念
会
館
で
開

か
れ
た「
第
四
十
八
回
さ
く
ら
祭

り
中
央
大
会
」で
、
日
本
の
花「
さ

く
ら
」の
愛
護
や
保
存
、
育
成
、

普
及
、
さ
く
ら
に
よ
る
国
土
の
美

化
と
さ
く
ら
を
通
じ
て
文
化
の
振

興
に
寄
与
し
た
こ
と
に
よ
り
表
彰

の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
さ
く
ら
を

植
栽
し
、
守
っ
て
い
た
だ
い
た
多

く
の
桜
守
、
先
人
の
偉
業
、
努
力

の
賜
で
あ
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
く
ら
は
、
春
の
お
と
ず
れ
を

告
げ
、
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
す

花
と
し
て
、
ま
た
人
生
の
転
機
を

彩
る
花
と
し
て
、
人
々
に
愛
さ
れ
、

永
い
歳
月
の
中
で
育
ま
れ
て
き
ま

し
た
。

さ
く
ら
は
、
そ
の
清
楚
さ
、
明

朗
さ
、
高
雅
さ
ゆ
え
に
、
日
本
人

の
心
情
を
表
す
花
で
も
あ
り
ま
す
。

二
本
松
市
に
は
、「
日
本
さ
く
ら

名
所
一
〇
〇
選
」に
選
定
さ
れ
て

お
り
ま
す「
霞
ヶ
城
公
園
」を
は
じ

め
、「
安
達
ヶ
原
公
園
」や「
合
戦

場
」の
さ
く
ら
な
ど
、
各
地
に
さ

く
ら
の
名
所
が
あ
り
、
樹
齢
千
年

を
超
え
る
老
古
木
や
有
名
な
一
本

桜
、
農
業
開
始
の
指
標
と
さ
れ
る

「
種
ま
き
桜
」や「
田
植
え
桜
」が
数

多
く
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

早
速「
日
本
さ
く
ら
の
会
」の
理

事
長
と
初
代「
日
本
さ
く
ら
の
女

王
」に
ご
訪
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
爛
漫
と
咲
き
誇
る
二
本
松
の

さ
く
ら
の
見
事
さ
に
驚
嘆
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

さ
く
ら
ツ
ア
ー
に
お
出
で
を
頂
い

て
い
る
こ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

さ
く
ら
を
愛
し
、
さ
く
ら
を
慈

し
む
心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
二

本
松
市
内
の
さ
く
ら
の
名
所
や
さ

く
ら
咲
く
故
郷
の
美
し
さ
を
再
発

見
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。さ

く
ら
の
下
で「
さ
く
ら
祭
り
」

や
観
桜
会
、
花
見
の
宴
な
ど
、
大

い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
受
賞
を
契
機
に
こ
れ
か

ら
も
百
年
後
、
千
年
後
の
子
ど
も

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
さ
く
ら

を
植
え
続
け
、
守
り
育
て
、
さ
く

ら
を
愛
す
る
心
を
広
げ
、
平
和
で

美
し
い
豊
か
な
自
然
環
境
、
明
る

い
未
来
を
ひ
ら
い
て
ま
い
り
ま
す
。


